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Abstract Organic light-emitting diodes (OLEDs) are promised as a high-definition珂atdisplay and a energy 
conservation flat lighting source. OLED panels have been already commercialized 10 years ago. However，也e
manufacturing cost of OLEDs is not low. Therefor・巴， OLED devices are preceded by liquid crystal displays and 
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また試料への誘篭特性から、素子寿命の予測や劣化程度
が判定できる可能性があり、今後より発展的な検討をする
必要があることが示唆された。
4.結言
ITO電極に SAMを修飾することにより、仕事関数や密着
性を解決できる。 SAMを利用することにより燐光材料を利
用した有機 EL素子の低電流領域の発光効率を改善できる
ことを見出した。強力な正孔注入材料である HAT-CNを利
用した場合には、必ずしも正孔注入はそれ以上改善されな
かった。これはすでに良好な正孔注入が実現できているこ
とを示唆する。今後は誘電特性と素子寿命の相関性を明ら
かにすることが科学的には興味深い。工学的には、 SAM処
理に伴うコストと効果に対するパフォーマンスを検討し、
SAM修飾ITO基板の商用化が可能であるかを検討する。
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